■専門部会からの報告資料４

令和８年度　子ども支援部会　報告書

	第１回子ども支援部会

	日時：令和７年５月１４日（木）　午前１０時

	会場：品川区役所６階　２６１会議室

	概要：１　開会のあいさつ・出席者紹介

	　　　２　品川区地域自立支援協議会および子ども支援部会や昨年度の検討
内容の概要について

	　　　　　・事務局から「品川区地域自立支援協議会」および「子ども支援
会」の設置目的、体系および開催スケジュールを説明。
・昨年度は主に医療的ケアおよび医療的ケア児等コーディネー
ターの今後の支援の体制等を検討したことを説明。

	　　　３　テーマ検討

	「保護者対応や保護者支援について」４グループに分かれ、普段の
ケース対応から感じる困りごとや課題について意見交換を行った。

	　　　　（１）検討の経緯
昨年度３回目の子ども支援部会において希望する検討テーマについて聞き取りを行った際に意見が上がったことや、これまでの部会の中でも意見があったため、今回のテーマとした。
　本テーマでグループワークを行い、グループごとに困りごとや課題をあげ、次回、解決方法や対応について意見交換を行う。
（２）グループＡ
　　①夫婦間で意見の相違。
　　　・父親が窓口の場合、母親が状況を把握していないなど、情
報共有などが図れていない場合がある。
　　　　　　②放課後等デイサービスが単なる預け先になっている。
　　　　　　　・できるだけ多い日数を通いたいなど、療育の必要性に応じ
た利用ではなく、保護者の就労が主目的になっている。
　　　　　　③情報過多により、適切な判断が難しくなっている。
　　　　　　　・療育先が多様化する中で、どの療育先が子どもの支援に
　　　　　　　　合っているかなど、判断が難しくなっている。
　　　　　　④福祉と学校とのつながり
　　　　　　　・お子さんの学校での様子を把握しきれていない。
（３）グループＢ
　　①支援者と保護者の意見の相違。
　　　・保護者の希望と子どもの療育先等での状況に開きがある。　　　　　　
　　②障害福祉サービスへの過剰な期待感1

　　　　　　　・日数を増やす等することで、子どもに負担がかかっている
と感じる場合がある。
　　　　　　③福祉と学校とのつながり
　　　　　　　・お子さんの学校での様子を把握しきれていない。
　　　　　　④外国人家族への対応
　　　　　　　・多国籍化しており、日本語を話せない保護者も増えてい
る。
（４）グループＣ
①支援級判定が出た場合の対応。
・保護者の希望で通常級に通い、勉強についていけなく
　なってしまう場合がある。
②支援の受入れに対する難しさ。
　・支援者が療育の必要性を感じていても、保護者の受け入れ
が難い場合がある。
③福祉と学校とのつながり
　　　　　　　・お子さんの学校での様子を把握しきれていない。　　　　　　
　　　　（５）グループＤ
　　　　　　①中学生からの支援。
　　　　　　　・小学生にはすまいるスクールがあるが、中学生はないため
居場所がない。
②保護者との連携。
　　　　　　　・更新手続き等の事務手続きがなかなか進まない場合があ
る。
③福祉と学校とのつながり
　　　　　　・お子さんの学校での様子を把握しきれていない。


	　　　４　その他・次回日程（予定）

	　　　　　・第２回開催日は９月１１日（金）１０時からを予定。

	　　　　　・次回の内容について
　　　あがった意見について解決方法や対応について意見交換を行
う。


	　出席：部会長　にじのひろば所長
　　　　部会員　相談支援室ちびっこタイム
　　　　　　　　相談支援事業所アプリ北品川
　　　　　　　　相談支援事業所パルレ
　　　　　　　　品川区旗の台障害児者相談支援センター
　　　　　　　　品川区南品川障害児者相談支援センター
　　　　　　　　大原児童発達支援センター
　　　　　　　　生活サポートの　ぷらむ
　　　　　　　　福は家相談室品川
　　　　　　　　コプラス相談支援事業部2

　　　　　　　　パーソナルファミリーサポート
　　　　　　　　保育施設運営課
　　　　　　　　品川保健センター
荏原保健センター
　　　　　　　　教育総合支援センター
子ども家庭支援センター


3

